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玉　雲
令和５年水無月佛縁日
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御施餓鬼・御施食のご案内
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八月八日（火曜日）
午前九時より（一時間）
今年も右記の日程にて勤めさせていただきます。平日ですが、ご都合つけて御水向けいただければ幸いです。
棚経について

八月十三日（日）
午前　郷・宮内・桜ヶ池
午後　郷・桜ヶ池・雨垂・上の原
八月十四日（月）
午前より　法の沢・玄保・洗井
八月十五日（火）
池新田・地区外
副住職と二人で毎年の順路にて各御檀家にて棚経をつとめさせていただきます。急な用事等で日時変更ありましたら御寺まで御一報いただければ幸いです。調整させていただきます。
[image: image3.jpg]


[image: image4.jpg]


今年、初盆をお迎えする御宅につきましては、御寺と打ち合わせさせていただきました日程にて御供養させていただきます。
＝本葬を終えて＝
五月十二日（金）十三日（土）の二日にわたって五世圓鏡徹英大和尚の本葬儀をつとめさせていただきました。
十二日は晴天、十三日本葬儀、予報では、お昼頃からの雨予報、実際は朝からの雨、予想はしていましたが、何回も雨雲レーダーを確認してしまいました。ただ、納骨のひと時、雨もやみ無事、納骨までできたことが幸いです。
お檀家の皆様には御足元の悪い中、御焼香賜り、真前には御香資をいただき、まことにありがとうございました。
密葬儀から半年、月日の経つ速さを感じながらも多くに方々のお力添えをいただき準備を進め本葬儀を迎える中、たくさんの感謝と御縁と御恩を感じる日々を過ごさせていただきました。
徹英和尚は龍泉寺住職として三十九年間、住職を退いて二十三年、百三年の人生でした。師父の歩んだ百三の生涯はどのようであったかは本人しか語れ
ませんが、子として思えば羊年の心優しい父でしたが物事を楽観的に捉える面がありましたので、「ちょっと手をかしてくれ一時間位で終る・・・」が半日かかってしまうことが多々ありました。
師として思えば私が小学生頃の記憶にある御寺のたたずまいからは、かなり景色が変わっています。この景色の変化が徹英和尚と御檀家の皆様方とのかかわり合いの証と拝察します。日々、本堂・会館・境内掃除をしながら師父の残してくれたものを感じています。
本葬儀の際、配布させていただいた冊子をご覧いただきながら師父を思い浮かべていただければ幸いです。

冊子の結びの項に、最後と言って入れた石とともに写る姿は満足そうな顔をして、自分の生きた年月を語っていると思います。

＝飛騨三十三観音霊場＝
本葬後の五月二十九日から二泊三日で飛騨三十三観音霊場巡礼に十五名の皆様とお参りをさせていただきました。新緑の中、初日は小雨の中のお参りでしたが後の二日間は晴天のもと飛騨に

点在する観音霊場と高山・古川の古い町並みを散策してまいりました。
次回の巡礼日程は御盆の頃、御案内させていただきます。
＝おせがき　お施餓鬼＝
施餓鬼とは変わった言葉ですね。餓鬼道にあって、苦しむ一切の衆生に食物を施して供養することです。食事時にご飯のひとつまみ（生飯・さばといいます）を餓鬼に施すことからきています。このお供えは、僧侶の修行のときなどに今でも行います。行事としてはお盆の前後に行われ、正式には「施餓鬼会」ですが略して「せがき」と呼ばれます。本堂の入り口南面に施餓鬼壇をしつらえ、この娑婆世界に迷う者、全て（三界萬霊）を救う願いのもと、施餓鬼幡を設け、水（水の子）で供養する法要ですので水陸会ともいわれています。参詣者は、この時の善根（供養の気持ち）を我が家で先立った人やご先祖に回らすと共に生きとし生けるすべての命に感謝する供養でもあります。あわせて供養を形に表す意をもって塔婆を添えるのです。龍泉寺でおつとめさせていただいている塔婆供養もこれにならっています。
現代飽食国家、日本。栄養上の飢えは生じません。しかし反面、精神的飢餓は際限なく広がりつつあります。心に痛みを抱える人がいかに多いことでしょう。心の涸渇状態を少しでも軽減するのが宗教の役割です。その役割が果たされていない、という指摘もありますが、それは私たち御寺と仏教徒の反省しなければならない点かもしれません。しかし、仏教の教えそのものは、私たちの心の癒しにつながる道を説いているのです。御寺としてどんな形をとればと模索しながら色々な場面と通じて御檀家の皆さんに提案していけたらと考えております。
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芍薬が境内一面に咲く３２番正宗寺様にて


正宗寺御住職とともに１５名の芍薬の皆様と記念撮影








